
を
目
指
し
て

広報ふくつ 4

生
時
代
、「
ク
ニ
」
と

い
う
広
域
の
ま
と
ま

り
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
中
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
墳
墓

が
出
現
し
た
。

　
一
七
○
○
年
前
〜
一
三
○
○

年
前
頃
に
つ
く
ら
れ
た
墳
墓

を「
古
墳
」と
呼
び
、
そ
の
時

代
を「
古
墳
時
代
」と
い
う
。

　
市
内
に
は
全
長
一
○
○

メ
ー
ト
ル
級
の
大
き
な
前
方

後
円
墳
が
あ
る
。
津
屋
崎
の

国
道
沿
い
の
田
園
や
豊
か
な

自
然
の
中
に
分
布
し
て
い
る

古
墳
群
は
、国
の
史
跡
で
あ
り
、

世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
古
墳
に
詳
し
い
市
古
墳
公

園
建
設
係
の
井
浦
主
任
に
話

を
聞
い
た
。

弥

津屋崎古墳群（新原・奴山の前方後円墳）

「津屋崎古墳群は、未調査と未解明なことが多い分魅力が
ありますね」と語る市古墳公園建設係　井浦一主任

　

市
内
に
は
お
よ
そ
５
０
０
基
の
古

墳
が
あ
り
ま
す
。福
津
の
古
墳
が
盛

ん
に
つ
く
ら
れ
始
め
た
の
は
古
墳
時

代
の
中
期
、
西
暦
４
０
０
年
代
頃
か

ら
で
す
。

　

福
津
市
は
玄
界
灘
を
挟
み
、
対
岸

は
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
に
面
し
て

い
ま
す
。
地
理
的
に
東
ア
ジ
ア
へ
の

窓
口
と
い
え
る
重
要
な
位
置
に
あ
り

ま
す
。

　

福
津
の
古
墳
を
つ
く
っ
た
人
々
は
、

天
然
の
港
を
持
ち
、
伝
統
的
に
培
っ

た
航
海
技
術
で
船
舶
を
操
り
、
時
代

の
要
請
に
応
え
東
ア
ジ
ア
世
界
に
関

わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。発

掘
調
査
で
は
、
大
き
な
古
墳
だ
け

で
な
く
、
小
さ
な
古
墳
か
ら
も
大

変
貴
重
な
舶
来
品
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

勝
浦
か
ら
手
光
ま
で
南
北
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
東
西
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
に
、
県
内
屈
指
の
規
模
を
誇

る
全
長
１
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
前
方

後
円
墳
な
ど
大
き
な
古
墳
が
集
中

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
重
要
な

古
墳
60
基
を
「
津
屋
崎
古
墳
群
」
と

総
称
し
て
い
ま
す
。
北
部
九
州
に

お
け
る
代
表
的
な
古
墳
群
と
し
て
、

平
成
17
年
３
月
、国
の
史
跡
と
な
り

ま
し
た
。

　

古
墳
群
で
は
こ
れ
ま
で
国
道

４
９
５
号
の
造
成
な
ど
の
際
に
一
部

を
発
掘
調
査
し
、
そ
の
重
要
性
を
確

認
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
ま
だ
大

部
分
は
未
調
査
で
、
つ
く
ら
れ
た
年

代
や
石
室
構
造
、副
葬
品
な
ど
、未
解

明
な
部
分
が
多
い
で
す
。

　

一
方
、
発
掘
調
査
は
破
壊
行
為
で

も
あ
る
た
め
、
慎
重
に
行
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。今
後
、修
復
や
史
跡

整
備
を
進
め
る
中
で
、
必
要
な
部
分

に
つ
い
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
の
交
流
を

物
語
る
古
墳

北
部
九
州
を
代
表
す
る

「
津
屋
崎
古
墳
群
」
の
魅
力

古
墳
の
特
徴

福
津
の



津屋崎古墳
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界遺産登録を目指して

　津屋崎古墳群のいくつかを紹介します。
　津屋崎古墳群をつくった人々については、古墳からそのことを示す文字資料などの物証は出土していません。
しかし『日本書紀』や『古事記』といった古代の歴史書に、三女神を祭る「筑紫の胸形君」という有力豪族が
登場します。地理的状況や古墳群の規模を考え合わせると、津屋崎古墳群は沖ノ島祭祀に関わったと伝わる
胸形君とその一族の墳墓群である可能性が高いと考えられます。なお、「ムナカタ」という文字は、古代において
「胸形」「胸肩」「宗形」「宗像」など、史料によってさまざまに使われています。

　墳丘長１００メ
ートルの前方後円

墳で、埋葬施設の

横穴式石室の中に
石柱が２本立つ国

内唯一の大変珍し

い構造です。石室
内部は朱色に塗ら

れています。

　この古墳に立つ
と眺望が素晴らし

いことに驚きます
。

玄界灘や南に続く
古墳群の立地など

が見事に一望でき

ます。

０メ０ トトルのルの前方前方後円後円墳
で墳で、埋、埋葬施葬施設の設の

大変大変珍し珍し

勝浦峯ノ畑古墳 　東西８００メートルほどの台地上に 前方後円墳５基、円墳３５基、方墳１基の計４１基が集中し迫力があります。道路造成な ど の 発掘調査で、当時の先端技術である鍛冶の工具や貴重な土器が出土しています。　田畑のなかに累々と墳丘が続く景観も印象的です。

ーー
上

新原・奴山古墳群

　前方後円墳４基と円墳１基が点在しています。なかでも須多田天降天神社古墳は、周囲を濠と堤が巡る墳丘長８０メートルの堂々たる前方後円墳です。須恵器という焼き物や人物埴
は に わ

輪の破片が出土しています。　埴輪からは当時の男女の服装や髪形、建物の構造、道具、動物といった古代人の生活の様子を具体的に知ることができ、その造形を見るだけでも大変面白い古代の芸術品です。
　津屋崎古墳群では人物埴輪のほか家形埴輪らしき
破片が出土しています。今後もっと多種多様な埴輪の
発見が期待されます。

須多田古墳群

　宮地嶽古墳は宮地嶽神社の奥の宮、不動神社として石
室内に不動尊が祀られています。古墳は古墳時代終末期、
西暦６００年代につくられた、直径３５メートル前後の円
墳と推定されています。ここから4キロメートルの距離に
ある恋の浦海岸から運ばれた巨石を用いた長大な横穴式
石室は、全国第２位の長さを誇ります。出土したガラス製
品や唐草文で装飾された馬具や冠など、豪華で国際色豊
かな副葬品は国宝に指定され、規模、副葬品ともに大変す
ばらしい古墳です。

宮地嶽古墳

　

古
代
か
ら
未
来
へ
、
貴
重
な
文
化

遺
産
で
あ
る
津
屋
崎
古
墳
群
を
保

全
し
、
福
津
市
の
象
徴
と
し
て
市
民

に
親
し
ま
れ
る
史
跡
と
し
て
整
備

を
進
め
る
た
め
に
、『
整
備
基
本
計

画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

当
面
の
整
備
は
、
古
墳
へ
の
見
通

し
や
眺
望
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
樹

林
の
伐
採
を
進
め
ま
す
。国
道
沿
い

に
点
在
す
る
特
色
あ
る
古
墳
石
室

な
ど
は
早
期
公
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

海
外
へ
旅
行
す
る
際
に
世
界
遺
産
を
巡
る

旅
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
何
か
し
ら
ロ

マ
ン
を
感
じ
て
行
か
れ
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。　

　

そ
れ
で
は
、
世
界
遺
産
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？
世
界
的
に
重
要
な
自
然・
文
化
遺
産

を
保
護
す
る
た
め
、
１
９
７
２
年
ユ
ネ
ス
コ

総
会
で
採
択
さ
れ
た「
世
界
の
文
化
遺
産
及

び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」通
称

世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
い
て
、
世
界
遺
産
委

員
会
が
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
し
た
も
の

で
す
。

　

福
津
市
に
所
在
す
る
津
屋
崎
古
墳
群
は

宗
像
市
の
沖
ノ
島
と
宗
像
大
社
・
東
郷
高
塚

古
墳
・
桜
京
古
墳
と
合
わ
せ
て
世
界
遺
産
候

補「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群（
以
下

遺
産
群
と
す
る
）」
と
し
て
世
界
遺
産
暫
定

リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
暫
定
リ

ス
ト
と
は
、世
界
遺
産
条
約
締
結
国
が
、
世

界
遺
産
に
登
録
す
る
た
め
の
推
薦
候
補
地

を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
す
。世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、こ
の
暫
定
リ
ス
ト

に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
絶
対
条
件
と

な
り
ま
す
。日
本
の
暫
定
リ
ス
ト
掲
載
遺
産

は
12
件
あ
り
、今
後
世
界
遺
産
登
録
の
条
件

が
整
っ
た
遺
産
か
ら
、国
が
ユ
ネ
ス
コ
に
推

薦
書
を
提
出
し
ま
す
。

　

市
で
は
福
岡
県
と
宗
像
市
と
共
同
で
世

界
遺
産
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、
県
民
、
経

　

今
後
の
発
掘
調
査
や
整
備
工
事

の
進
捗
状
況
は
、
一
般
公
開
し
て
、

常
に
新
し
い
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

具
体
的
な
整
備
内
容
は
、
古
墳
ご

と
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
市
民
参
加
で
埴
輪
を
つ

く
り
古
墳
に
立
て
並
べ
る
整
備
手

法
な
ど
が
近
年
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

津
屋
崎
古
墳
群
で
は
、
そ
の
存
在

と
価
値
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
歴
史
遺
産
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
史
跡
に
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

奴山・生家ゾーン整備中のイメージ

サブ拠点整備イメージ

学術的な国際会議の様子

済
団
体
、文
化
・
教
育
団
体
、行
政
が
一
緒
に

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
推
進
会
議
で
は
遺
産
群
を
世

界
遺
産
へ
登
録
す
る
た
め
の
条
件
整
備
の

た
め
に
学
識
者
か
ら
な
る
専
門
家
会
議
を

立
上
げ
ま
し
た
。こ
の
会
議
で
は
遺
産
群
が

世
界
的
に
み
て
価
値
が
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
遺
産
と
比

較
研
究
し
、世
界
遺
産
の
登
録
基
準
の
適
用

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
貴
重
な
遺
産
を
一
人
で
も
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
積
極
的
な

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。各
自
治
会
や
小
学

校
へ
、市
職
員
が
出
向
い
て
講
座
を
し
た
り
、

津
屋
崎
古
墳
群
の
現
地
説
明
会
を
開
い
た
り

と
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、皆
さ
ん
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

次
の
世
代
に

伝
え
る
た
め
に

世 ◆特集

古墳
の紹
介

▲須多田天降天神社古墳出土の人物埴輪推定復元図（網かけ部分が出土）

▲宮地嶽古墳の石室

▲新原・奴山5号墳出土の珍しい「皮袋形
土器」（写真中央）

市
世
界
遺
産
登
録
推
進
係


